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材料は牡の中型老令犬であり, 1年程前より頬にあっ

た小腹府か,最近息に大きくなっT=として本学'5番病院

につれてこられた｡嫡出手術中に免死したので剖検した

ところ.右側頚軌 こ発生し朋壊 しつつある14009もある

糖肪内旋や40匹も寄生する7イラIJ7症のほかに.各級
の老犬性柄変が醒められた｡

楯肪肉腫は長移が起 りにくいと云われており.肺に多

発している米也一小豆大の小結節が注目され1=｡それは

殆どが肋院下に位置し,ほぼ均一な大きさの姐様球状脂

肪性物質が.肺胞内を主 とし一缶間質に多丑に集繊して

おり.それぞれは大串槙円形細砲に包埋されているもの

である｡その脂肪性物質は.パラフィン切片については

StJdzLnulに良染する他は殆ど嫌色性であるがA)cianblue

やLuxolhstblueには例外的に好染する｡凍結切片では

SmithDietrich法や岡本等の硫酸一筋駿法か略性であり.

又偏光抜微組下では著明な複屈折性が認められた｡

以上の所見に加えて.肺嫡変を10ヶ所ばかり鏡検した

ところ,そのうちの1ケは,巨細胞の反応があり一部石

灰変性を有するコレステリン沈着性肉芽艦であった｡又

一般肺柄変の脂肪性鵜椀物のなかにも,コレステリン結

晶析出による裂隙があるものが散見きれるので.これは

やはり脂肪内旋の転移病変ではなく,吾々が時々老犬や

老猫の肺に撞鼓するコレステリン肉芽鹿の前段階にあた

る病変であり.老犬の血中コレステリンーリポイド相加

症の姐私学的表現であろうと考えた｡人頬のそれが劫朕

のAtherom&として衣現手tl.るのに対比すべき病変fJQ).で

あろうか｡

組織学的捗b :肺における初期のLipidsraAulom号.




